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確かな学力の定着を図る授業の推進
～学び力（主体的に学習する能力）

を高めるために～

■学びの実感を積み重ねるための授業改善
①授業の質を高める授業改善
　〇学習指導要領で求める力を得られる授業

〇各教科における言語活動の充実
　（自分の考えを論理的に表現する場の設定、

話し合い活動の充実など）
　〇家庭における学習習慣の定着と質の向上
②授業づくりを支える研修推進

〇現代的な課題研究のための研究指定校の
設定

〇若手教職員の育成
〇教職員の夏季研修会、教育講演会の開催

③全国学力・学習状況調査の評価・改善・活用
〇学力基盤としての基本的生活習慣と学習

習慣の定着
〇調査や検査の分析

に基づいた授業な
どの改善

〇自校の課題解決に
向けた組織的な取り組み

※学習支援ボランティアによる学校や公民館
を利用した放課後、休日の学力補充を検討
しています。

■読書活動の推進
①進んで読書活動に親しむための工夫

〇学校図書館司書との連携による学校図書
館や授業読書活動の充実

〇家庭における読書習慣の育成
〇伊豆市読書百選への啓発

■グローバルな社会で活躍できる人材育成
①外国語活動、英語授業の充実

〇外国語指導助手（ALT）を活用した授業
とその研究

〇外国文化が理解できる授業研究の推進
　〇伊豆塾（英会話）の開催

■学校再編成のねらいを明確にした交流の推
進（小中連携カリキュラムの作成 )

①幼稚園・保育園・こども園・小学校・中学
校の連携の推進
〇『中１ギャップ解消』の視点から、小中

一貫教育を意識した小中連携

■基本的な生活習慣の育成と体力の向上
①よりよい人間関係を構築する生徒指導

〇『凡
ぼん

事
じ

徹
てっ

底
てい

（当たり前のことが当たり前
に）』の推進

〇ＱＵテスト（※）や定期的な家庭生活状
況調査の実施と活用

※ＱＵテストとは、楽しい学校生活を送るため
のアンケートのことです。

②朝食摂取の徹底と食に関する指導の充実
③発達段階に応じた体力づくりと保健指導

〇新体力テストの実施と分析、体力
向上施策の実践

　〇学校保健委員会の活性化

■道徳教育・キャリア教育の推進
①他者を思いやる行動、モラル・マナーの育成

〇人権教育の日常化と道徳教育の充実
　（いじめ防止対応）

　〇道徳の時間の体系化
②地域と連携した体験や実習を通しての勤労

観や職業観の育成

■特別支援教育の充実
①個別支援計画や指導計画に基づいた指導の

見直しと充実
〇就学指導委員会と特別支援委員会の機能

の見直し
〇スクールカウンセラーやスクールソー

シャルワーカー、特別支援コーディネー
ターとの連携による保護者などへの働き
掛け

■学校評価の実施と活用　　
①各学校で評価を分析し、
　まとめの公表

〇学校だよりやホームページによる情報発信
〇学校関係者評価委員会の活用

■子どもの学びを支え合う連携　　　　　　
①自尊感情や社会性を育む活動の推進

〇家庭教育や主体的な家庭学習への支援手
引きの活用　　

　〇市 PTA との連携による活動の推進

■地域とともにある学校づくり
①『コミュニティ・スクール推進協議会』の　 
　 設置

■安全教育の推進と危機管理体制づくり
①『命を守る』ための教育の推進と組織的対応

〇学校安全計画と危機対応マニュアルの見
直しおよび情報発信の推進

　（防災、食物アレルギーなど）
②通学路の安全点検・確保、見直し

〇交通安全指導と防災教育、防犯教室など
の実施

〇子育て支援のための活動の連携（学校支
援ボランティアや外部人材へ依頼）

伊
豆
市
が
目
指
す

◆
ふ
る
さ
と
伊
豆
に
誇
り
を
持
ち
、

　
　
　
　

夢
や
こ
こ
ろ
ざ
し
を
持
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　

心
豊
か
に
生
き
る
子
ど
も
の
育
成

　

教
育
委
員
会
で
は
、『
ふ
る
さ
と
伊
豆
に
誇
り
を
持

ち
、
夢
や
こ
こ
ろ
ざ
し
を
持
っ
て
、
心
豊
か
に
生
き

る
子
ど
も
の
育
成
』
を
目
標
に
し
て
、
学
校
教
育
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
市
が
行
な
う
学
校
教
育
の
概
要
に

つ
い
て
、
3
本
の
柱
に
分
け
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

問
合
せ
／
教
育
総
務
課
☎
（
83
）
５
４
７
０

▲ 3 月 17 日（火）に天城小裏山で行なわれた砂
防えん堤見学

学
校
教
育

3本の柱

学校教育の 　　　　　　市が目指す学校像
家庭や地域から信頼される学校、子どもが楽しみ   に登校する学校

豊かな心を育てる教育の推進
～関わり合う力（コミュニケーション能力）

を高めるために～

家庭、地域と協力した
開かれた学校づくりの推進
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ぜひご相談ください !!

　専門的知見や経験を持ち、幅広い視野や経 済的活動の実績がある人から政策課題に助
言などをしていただくため、４月１日（水）、 ２人のアドバイザーが就任しましたので、ご
紹介します。

■
伊
豆
市
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

　

私
は
三
島
市
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。

し
か
し
、
実
際
に
は
日
向
に
あ
る
母
の
実

家
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
潜
在
的

な
伊
豆
市
民
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
そ

の
こ
ろ
の
伊
豆
市
の
イ
メ
ー
ジ
と
い
え

ば
、
母
の
実
家
か
ら
見
た
の
ど
か
な
野
山

の
風
景
で
し
た
。
三
島
駅
か
ら
伊
豆
箱
根

鉄
道
駿
豆
線
に
乗
っ
て
修
善
寺
駅
に
着
い

て
、
日
向
に
向
か
う
道
は
、
土
ぼ
こ
り
の

舞
う
で
こ
ぼ
こ
道
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て

い
ま
す
。
現
在
で
は
、
伊
豆
中
央
道
が
通

り
、
交
通
環
境
は
す
っ
か
り
舗
装
整
備
さ

れ
、
首
都
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
は
飛
躍
的

に
向
上
し
ま
し
た
。
で
も
、
あ
の
と
き
に

見
た
野
山
の
風
景
は
ま
だ
健
在
で
、
各
地

に
湧わ

く
温
泉
の
暖
か
さ
は
旅
人
を
優
し
く

迎
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
癒
や
さ
れ
る
風

景
が
こ
こ
に
は
あ
り
ま
す
。

■
伊
豆
市
の
未
来
像

　

現
在
の
経
済
環
境
は
、
伊
豆
市
に
限
ら

ず
、
日
本
国
内
ど
こ
に
お
い
て
も
大
変
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
と
り
わ
け
少
子

高
齢
化
の
進
行
は
、
地
方
経
済
に
壊
滅
的

な
打
撃
を
与
え
つ
つ
あ
り
、
幅
広
い
対
策

が
急
務
と
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

一
方
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
※
）
は
、

２
０
２
０
年
に
は
２
千
万
人
に
達
す
る
と

予
想
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
る
経
済
効
果
は
既

に
顕
在
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
伊
豆
市
に
は
人
を
呼

び
込
む
さ
ま
ざ
ま
な
材
料
が
あ
り
ま
す
。

伊
豆
半
島
独
自
の
自
然
、
各
地
に
湧
く
豊

富
な
温
泉
、
ワ
サ
ビ
や
シ
イ
タ
ケ
と
い
っ

た
農
産
物
に
限
ら
ず
駿
河
湾
の
海
の
幸
は
、

日
本
に
限
ら
ず
国
外
の
人
た
ち
に
も
大
き

な
魅
力
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
伊
豆
の
中
核
都
市
に
向
け
て
、『
伊

豆
市
』
は
潜
在
的
な
魅
力
を
十
分
に
備
え
、

人
を
引
き
付
け
る
ま
ち
で
あ
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

※
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
は
、
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
の

　

こ
と
で
す
。

主
導
か
ら
地
方
主
導
に

移
行
す
る
時
代
に
入
り

ま
す
。
市
行
政
と
産
業

各
団
体
が
一
致
団
結
し

て
地
方
の
良
さ
を
発
信

す
べ
き
と
き
だ
と
考
え

ま
す
。

　

そ
の
意
味
で
も
、『
観
光
』
の
語
源
に
さ

か
の
ぼ
り
、「
そ
の
国
の
光
を
示
す
（『
観み

せ
る
』）」、
つ
ま
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
自

ら
の
『
お
国
自
慢
』
を
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

　
『
変
化
』
の
と
き
は
『
チ
ャ
ン
ス
』
で
す
。

　
『
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
』
の
『
Ｇ
』
か
ら
『
Ｔ

（
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
）』
を
取
る
と
『
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ

Ｃ
Ｅ
』
に
な
り
ま
す
。
タ
ブ
ー
は
あ
り
ま

せ
ん
。
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。

産業経済アドバイザー　真
ま

覚
さめ

 精
せい

一
いち

総合戦略アドバイザー　菊
きく

地
ち

 勉
つとむ

問合せ／産業振興課☎（72）9910 問合せ／秘書室☎（72）1187

伊
豆
の
新
し
い
未
来
へ
、

観
光
中
核
都
市
へ
の
期
待

『
健
康
』と『
観
光
』は

　
　
　
　
　
自
分
で
つ
く
る

【プロフィール】
氏名／菊地 勉
主な経歴／㈱テルメインターナショナルホテル再
建、㈱伊豆シャボテン公園再建に携わり、伊豆市
総合戦略アドバイザーに就任
座右の銘／探せ！できぬ理由よりできる可能性を!!
趣味／ゴルフ、サイクリング

　

ま
ず
は
『
お
も
て
な
し
を
体
感
で
き
る

市ま
ち

』
を
目
指
し
て
、
全
市
民
を
挙
げ
て
、

『
国
際
観
光
都
市
』
に
向
か
っ
て
行
き
ま

し
ょ
う
。

■
伊
豆
市
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

ワ
サ
ビ
日
本
一
、『
伊
豆
の
踊
子
』、

『
天
城
越
え
』、
温
泉
、
湯
治
場
、
世
界

一
の
金
塊
の
土
肥
金
山
、
恋
人
岬
な
ど

　

私
は
宮
城
県
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
福
島

県
と
の
境
を
阿
武
隈
川
が
流
れ
る
静
か
な

山
間
の
町
が
故ふ
る
さ
と郷
で
す
。

　

こ
こ
伊
豆
市
は
、
都
会
か
ら
も
近
く
、

温
暖
で
山
も
海
も
あ
り
、
や
さ
し
い
人
を

育
ん
だ
落
ち
着
い
た
土
地
柄
を
感
じ
ま
す
。

■
伊
豆
市
の
未
来
像

　
「
伊
豆
は
一
つ
！
」
と
聞
く
と
、
た
い

が
い
伊
豆
半
島
の
7
市
6
町
の
団
結
を
イ

メ
ー
ジ
し
ま
す
。
今
回
、
住
ま
い
を
伊
豆

市
に
移
し
て
み
ま
す
と
、
そ
の
前
に
「
伊

豆
市
は
一
つ
！
」
と
感
じ
ま
す
。
4
町
が

合
併
し
た
11
年
前
の
『
4
町
の
夢
』
を
思

い
起
こ
し
、
一
日
も
早
く
実
現
し
た
い
心

情
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
歴
史
・

文
化
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
対
外
的
に
は

一
つ
に
団
結
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
を
打
ち

出
す
と
き
だ
と
強
く
思
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
に
、
国
に
は
『
地
方
創
生
大

臣
』
が
で
き
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
中
央

【
創
業
支
援
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
す
】

　

創
業
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

応
じ
る
『
創
業
支
援
相
談
窓
口
』
を
産

業
振
興
課
に
設
置
し
ま
す
。
市
の
職
員

が
相
談
を
受
け
付
け
、
専
門
的
知
識
を

持
つ
産
業
経
済
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
創
業

支
援
機
関
を
交
え
な
が
ら
、
あ
な
た
の

創
業
を
支
援
し
ま
す
。

　

支
援
内
容
も
で
き
る
限
り
ご
希
望
に

沿
っ
て
行
な
い
ま
す
。

料
金
／
無
料

そ
の
他
／
秘
密
厳
守

申
込
み
／

産
業
振
興
課
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

【プロフィール】
氏名／真覚 精一
主な経歴／三島信用金庫を定年退職後、伊豆市産
業経済アドバイザーに就任
座右の銘／色々あり過ぎて特になし
趣味／読書、食べること、筋金入りの鉄道ファン

伊豆市の アドバイザーをご紹介！



や
る
気
の
あ
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
、
ぜ
ひ
伊
豆
市
へ
！

伊
豆
市
職
員
を
募
集
！

　

市
で
は
、
平
成
28
年
度
採
用
の
職
員
と
臨
時
職
員
を
募
集
し

ま
す
。
一
緒
に
よ
り
良
い
伊
豆
市
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
！

　

受
験
要
件
な
ど
の
詳
細
は
、
申
込
書
に
同
封
さ
れ
る
案
内
書

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
総
務
課
☎
（
72
）
１
１
１
１

■平成 28 年度職員募集

■
臨
時
職
員

試験区分（※ 1） 大卒程度 高卒程度

職　　　種 一般事務 土木 一般事務

採用予定数 7 人 2 人 1 人

学　歴（※ 2）

学校教育法による大
学を卒業、または平成
28 年 3 月までに卒業
見込みの人

学校教育法による大
学で土木技術の学科
を履修し卒業、または
平成28年3月までに
卒業見込みの人

学校教育法による
高 等 学 校 を 卒 業、
または平成 28 年
3 月までに卒業見
込みの人

年　齢　区　分 昭和 60 年 4 月 2 日以降に生まれた人
平成元年 4 月 2 日
以降に生まれた人

住　所　要　件 原則として、採用された場合は市内に居住できる人

申込書配布 5 月 20 日（水）～ 7 月 15 日（水）～

申込書配布場所 市役所本庁

受　付　期　間 5 月 25 日（月）～ 6 月 15 日（月）　
7 月 21 日（火）～

8 月 10 日（月）

とき 7 月 26 日（日） 9 月 20 日（日）

内容 教養試験、事務能力検査 教養試験、専門試験 教養試験

とき 8 月（予定） 10 月（予定）

内容 小論文試験、集団面接

とき 9 月（予定） 11 月（予定）

内容 個別面接

第
1
次

試
験

第
2
次

試
験

第
3
次

試
験

募
集
職
種
／
一
般
事
務

任
期
／

６
月
１
日
（
月
）
～
11
月
30
日
（
月
）

（
更
新
あ
り
）

募
集
人
数
／
1
人

受
験
資
格
／
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

〇
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
）
が

扱
え
る
こ
と

〇
市
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と

勤
務
形
態
／

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

８
時
30
分
～
17
時
15
分
（
7
時
間
45
分
）

賃
金
／
８
４
０
円
（
時
給
）

※
交
通
費
な
ど
に
は
、
市
の
規
程
に
よ
り

支
給
し
ま
す
。

福
利
厚
生
／

有
給
休
暇
な
ど
、
社
会
保
険
（
健
康
保
険
・

厚
生
年
金
）
お
よ
び
雇
用
保
険
加
入　
　

勤
務
場
所
／

伊
豆
市
役
所
本
庁
（
防
災
安
全
室
）

試
験
／
面
接

申
込
み
／
５
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
防
災

安
全
室
へ
履
歴
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
防
災
安
全
室
☎
（
72
）
９
８
６
７

○日本国籍を有しない人
○成年被後見人または被保佐人
○禁固以上の刑に処せられ、その執行を終るまで、

またはその執行を受けることがなくなるまでの人
○伊豆市において懲戒免職の処分を受け、当該処

分の日から２年を経過しない人

○日本国憲法施行の日以後において、日本国憲
法またはその下に成立した政府を暴力で破壊
することを主張する政党そのほかの団体を結
成し、またはこれに加入した人

○地方公務員法第 16 条の欠格条項に該当する人

（※ 1）試験区分の併願はできません。
（※ 2）上記のほか、市長がこれらと同等の資格があると認める人を含みます。
※次のいずれかに該当する人は、受験できません。
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　伊豆市の行政改革は、その指針となる『伊豆市行政改革
大綱』と実施計画となる『伊豆市集中改革プラン』を平成
17 年度に策定し、平成 26 年度までに第 2 次『伊豆市行
政改革大綱』および『集中改革プラン』により行政改革を
推進してきました。
　今回、平成 27 年度から平成 31 年度までの 5 年間に
かけて伊豆市で取り組むべき行政改革の指針となる『第 3
次伊豆市行政改革大綱』と、その実施計画となる『第 3
次伊豆市集中改革プラン』を次の重点項目により策定し、
行政改革が進めていきます。

問合せ／総務課☎（72）1111
▲答申書を市長へ渡す遠藤正寿・行政改革推
進委員長（3 月 31 日（火））

効率的な行政経営と
質の高い行政サービスの提供

持続可能な財政運営の推進 官民協働のまちづくり

職員の意識改革と
適正な人事管理

【重点項目】
■事務事業の見直し
　〇各種補助金・交付金の見直し
　〇自立相談支援事業の委託
　〇事務の広域連携　
■市有施設の効率的な管理
　〇修善寺駅前広場の指定管理
　〇社会体育施設の再編成

【重点項目】
■自主財源の確保
　〇市内施設の使用料の見直し
　〇『公共施設等総合管理計画』の策定
　〇ネーミングライツの導入
■歳出の抑制
　〇効率的な起債運用
　〇借地および借地料の見直し
■公営企業などの経営改善
　〇上水道における有収率の向上

【重点項目】
■市民との協働
　〇地域づくり協議会設立の推進
　〇人づくり事業の推進
　〇景観事業への市民参画
　〇新しい都市計画検討への市民参加

【重点項目】
■職員の意識改革と行政組織の見直し
　〇人事評価結果の活用
　〇職員提案制度の確立
　〇日当の見直し
■電子自治体の構築と情報管理
　〇各種手続き・届け出の電子化
　〇情報通信基盤（光ファイバー）の整備

伊豆市の行政改革のこれから
第３次伊豆市行政改革大綱および第３次伊豆市集中改革プランの策定



伊豆市の制度・教室を利用して　心も体も健康になりましょう！伊豆市の制度・教室を利用して　心も体も健康になりましょう！

ロコトレ教室（運動機能向上教室）参加者募集

いず生きいきカレッジ受講生募集

　最近、足腰に自信がなくなった、つまずきやすくなった人にぜひ参加していただ
きたい教室です。専門の指導者のもと足腰を中心に筋肉を強化し、楽しく体を動か
します。歩きやすくなるだけでなく、全身の身体機能が高まります。

問合せ／健康支援課☎（72）9860

　高齢者の皆さんの生きがいや仲間づくりの場として、健康、趣味などに関するこ
とを学びます。

問合せ／社会教育課☎（83）5476

対象／ 65 歳以上の伊豆市民で、足腰の力の低下を
感じている人、または運動を始めたい人など
定員／各クール 20 人
参加費／１クール 500 円
申込み／各会場開始日の１週間前までに健康支援課
へお申し込みください。
※前期は 5 月 7 日（木）、後期は 9 月 7 日（月）

から申し込みを開始します。

とき／ 6 月～平成 28 年 2 月（全 10 回程度）
対象／ 60 歳以上の市内在住者 30 人
※会場まで自分で来られる人のみです。
内容／健康教室、ふるさと再発見など
参加費／原則無料
※内容により教材費などを徴収する場合があります。
申込み／ 5 月 7 日 ( 木 ) から 5 月 29 日（金）まで
に社会教育課へお申し込みください。

とき・ところ／１０時～ 11 時 30 分（全５回）
■前期
〇土肥支所
　5 月 27 日から 6 月 24 日までの毎週水曜日
〇中伊豆ふれあいプラザ
　5 月 28 日から 6 月 25 日までの毎週木曜日
〇生きいきプラザ
　6 月 17 日から 7 月 15 日までの毎週水曜日
〇天城湯ケ島支所
　6 月 26 日から 7 月 24 日までの毎週金曜日
■後期
〇狩野ドーム
　10 月 1 日（木）、10 月 9 日から 10 月 30 日
　までの毎週金曜日
〇丸山スポーツ公園
　10 月 7 日から 11 月 4 日までの毎週水曜日
〇修善寺老人憩いの家
　10 月 28 日から 11 月 25 日までの毎週水曜日
〇中伊豆交流センター
　10 月 29 日から 11 月 26 日までの毎週木曜日

楽しく体を動かしましょう！

趣味に勉強、
生きがいづくり！

高齢者の介護のご相談は『地域包括支援センター』へ
　『地域包括支援センター』とは、地域で暮らす高齢者や家族のさまざまな相談に
対応する総合相談窓口です。修善寺、土肥、天城湯ケ島、中伊豆の 4 地区にありま
す。各窓口を紹介しますので、お近くの窓口をご利用ください。

修善寺地区地域包括支援センター

天城湯ケ島地区地域包括支援センター 中伊豆地区地域包括支援センター

土肥地区地域包括支援センター
　当センターは、地域で暮らす高齢者の皆さ
んを、介護・福祉・健康・医療などさまざま
な面から総合的に支えます。私たちのモッ
トーは、明るく、朗らかな対応です。お気軽
にお立ち寄りください。
　　　　 ところ／生きいきプラザ

問合せ／☎（99）9301

　介護の悩みごと、不安や困りごとは家族だ
け、一人だけで抱え込まないで私たちと一緒
に考えていきましょう。介護サービスへの相
談・苦情は、解決に向けて機敏な対応を心掛
けます。
　　　　 ところ／天城湯ケ島支所

問合せ／☎（85）0570

　私たちの願いは、高齢者の皆さんが年を
とっても元気で安心して暮らせることです。
しかし地域には、さまざまな悩みを抱えてい
る高齢者がいます。そんな高齢者の力になり
たいです。
　　　　 ところ／中伊豆支所

問合せ／☎（83）5488

　土肥地区の皆さんの高齢者支援や地域課題
の解決のため、専門職が連携して対応します。

『明るく・親切・丁寧』をモットーに、相談
に応じています。どうぞ『土肥包括』をご活
用ください。
　　　　 ところ／土肥支所

問合せ／☎（98）3001
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▲険しい山道を軽々と走るランナーたち

約
73
㎞
の
山
岳
コ
ー
ス
を
力
走

伊
豆
ト
レ
イ
ル
ジ
ャ
ー
ニ
ー

　

3
月
15
日
（
日
）、『
伊
豆
ト
レ
イ
ル
ジ
ャ
ー
ニ
ー

２
０
１
５
』が
開
催
さ
れ
、松
崎
港
か
ら
修
善
寺
総
合

会
館
ま
で
の
全
長
72
・
5
㎞
、標
高
差
１
０
０
０
ｍ
の

コ
ー
ス
を
１
４
８
６
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
走
り
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
に
は
、ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
有
力
選
手

が
多
く
参
加
し
ま
し
た
。過
酷
な
コ
ー
ス
に
途
中
棄

権
す
る
人
も
い
ま
し
た
が
、多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
が
ゴ
ー

ル
し
ま
し
た
。完
走
者
は
、ほ
か
の
ラ
ン
ナ
ー
や
家
族
、

友
人
た
ち
と
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

３
月
23
日（
月
）、田
方
消
防
本
部
で『
駿
東
伊
豆

消
防
組
合
』の
設
立
に
向
け
た
駿
東
伊
豆
地
区
消
防

広
域
化
調
印
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

調
印
式
で
は
、伊
豆
市
を
含
む
駿
東
伊
豆
地
区
消

防
救
急
広
域
化
協
議
会
の
４
市
３
町
の
首
長
が
協
議

書
に
調
印
し
ま
し
た
。今
後
は
、先
に
広
域
本
部
を
発

足
し
た
下
田
地
区
消
防
組
合
と
の
統
合
に
よ
り
、さ

ら
な
る
広
域
化
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

消
防
の
充
実
化
の
た
め
に

駿
東
伊
豆
地
区
消
防
広
域
化
調
印
式 ▲調印書を手にする協議会の首長

▲高校生や学識経験者、市民が意見交換

環
境
基
本
計
画
を
審
議

高
校
生
が
参
加
し
た
環
境
審
議
会

　

３
月
30
日（
月
）、10
年
後
の
伊
豆
市
の
あ
る
べ
き

環
境
を
定
め
る
環
境
基
本
計
画
に
対
し
て
意
見
を
い

た
だ
く『
第
１
回
環
境
審
議
会
』を
、生
き
い
き
プ
ラ

ザ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

審
議
会
で
は
、学
識
経
験
者
や
公
募
に
よ
る
市
民

代
表
者
な
ど
に
加
え
、伊
豆
総
合
高
等
学
校
と
土
肥

高
等
学
校
の
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。生
徒
は
、生

徒
会
や
ク
ラ
ブ
活
動
で
の
美
化
活
動
の
体
験
を
基
に
、

積
極
的
な
意
見
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

消
防
団
入
退
団
式

▲隊旗を受け取る女性消防隊の団員

　

4
月
５
日（
日
）、天
城
ド
ー
ム
で
伊
豆
市
消
防
団

入
退
団
式
を
開
催
し
ま
し
た
。式
典
で
は
、全
14
分
団

か
ら
約
4
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。新
入
団
員
へ
の

辞
令
交
付
の
ほ
か
、新
設
し
た『
伊
豆
市
消
防
団
女
性

消
防
隊
』へ
の
隊
旗
の
贈
呈
な
ど
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

女
性
消
防
隊
の
笛ふ
え

田だ

須す

美み

絵え

さ
ん
は「
地
域
の
皆

さ
ん
と
交
流
を
深
め
て
地
域
防
災
に
努
め
て
い
き
ま

す
」と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。同
隊
は
、7
人
。

後
方
支
援
活
動
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

女
性
消
防
隊
が
発
足
！

▲4月4日（土）に送られた表彰状を手にする安藤協議会長

投
票
へ
の
啓
発
活
動
を
評
価

総
選
挙
で
の
総
務
大
臣
表
彰

　

平
成
26
年
12
月
14
日
（
日
）に
行
な
わ
れ
た
第
47

回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
お
い
て
、『
伊
豆
市
明
る
い

選
挙
推
進
協
議
会
』が
、総
務
大
臣
か
ら
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

　

表
彰
の
理
由
は
、同
選
挙
で
同
協
議
会
が
中
心
と

な
っ
て
行
な
っ
た
、投
票
へ
の
啓
発
の
た
め
の
市
内

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
り
な
ど
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。今
後
も
、明
る
い
選
挙
の
推
進
と

投
票
率
の
向
上
の
た
め
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

高
校
生
が
選
挙
事
務
に
従
事

静
岡
県
議
会
議
員
選
挙

▲投票用紙を有権者に渡す勝呂さん

4
月
12
日（
日
）、静
岡
県
議
会
議
員
選
挙
に
お
い

て
、伊
豆
総
合
高
等
学
校
と
土
肥
高
等
学
校
の
生
徒

8
人
が
、選
挙
事
務
に
従
事
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、若

い
世
代
に
選
挙
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
行
な
い
ま
し
た
。生
徒
は
、選
挙
人
名
簿

の
確
認
や
投
票
用
紙
の
交
付
な
ど
を
行
な
い
ま
し
た
。

土
肥
支
所
で
従
事
し
た
勝す
ぐ
ろ呂
智ち

華か

さ
ん
は「
選
挙

事
務
は
簡
単
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
が
、意
外
と
難
し

か
っ
た
」と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。



問合せ／学校教育課☎（83）5472

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
の
高
ま

り
と
と
も
に
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
、容
易
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
や
り
と

り
な
ど
が
で
き
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ

ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
）が
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、友
人
グ
ル
ー
プ
の
連

絡
手
段
と
し
て
利
用
し
た
り
、さ
ま

ざ
ま
な
人
と
の
接
点
を
持
つ
機
会

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
り
な
ど
、大

変
便
利
な
ツ
ー
ル
で
す
。

　
そ
の
反
面
、見
ず
知
ら
ず
の
人
か

ら
、突
然
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
て

き
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、出
会
い
系

サ
イ
ト
や
副
業
サ
イ
ト
な
ど
の
悪
質

な
詐
欺
サ
イ
ト
へ
誘
引
さ
れ
て
し
ま

う
被
害
事
例
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
便
利
で
す
が
、詐
欺
被

害
の
き
っ
か
け
と
も
な
り
得
る
こ
と

に
十
分
に
注
意
し
て
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。司

法
書
士 

山
田 

茂
樹（
文
と
絵
）

悪
質
商
法
に
関
す
る
問
合
せ
／
　

市
民
課
☎（
７２
）９
８
５
８

安心安全なまち 伊豆市をめざして安心安全なまち 伊豆市をめざして

犯罪に関する
情報・届出・相談は…
問合せ／大仁警察署
☎（76）0110

天
城
せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

め
ざ
せ

め
ざ
せ0

の
ま
ち

0
の
ま
ち

ゼロ

俳
　
壇

『そのメッセージ信用して大丈夫ですか？』

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て

地
域
の
き
ず
な
を
深
め
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て

地
域
の
き
ず
な
を
深
め
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て

地
域
の
き
ず
な
を
深
め
る

修善寺
小学校

中伊豆
中学校

髙
千
穂
の
斉
唱
慕
う
建
国
日

　
　
　
　安
藤

　治
（
西
平
）

初
産
の
娘
の
里
が
え
り
寒
の
月

　
　
　城
所

　
　江
（
吉
奈
）

夕
暮
や
大
地
鎮
も
る
寒
さ
か
な

　
　
　杉
山

　と
く
（
湯
ケ
島
）

冬
晴
れ
や
猫
伸
び
伸
び
と
大
欠
伸

　
　飯
塚

　清
子
（
本
柿
木
）

境
内
に
福
の
舞
散
る
節
分
会

　
　
　
　城
所

　八
代
（
吉
奈
）

絵
手
紙
に
紅
彩
淡
く
春
の
草

　
　
　
　今
村

　静
子
（
松
ケ
瀬
）

夢にきらめけ われら伊豆っ子！夢にきらめけ われら伊豆っ子！

生
徒
会
の
伝
統
行
事

交
通
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

生
徒
会
の
伝
統
行
事

交
通
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

生
徒
会
の
伝
統
行
事

交
通
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

◆
手
間
を
惜
し
ま
ず
施
錠
を
！
　

　
手
軽
で
エ
コ
な
乗
り
物
で
あ
る

自
転
車
。被
害
に
遭
っ
て
後
悔
す
る

前
に
、施
錠
の
手
間
を
惜
し
ま
ず
、

自
分
の
自
転
車
は
自
分
で
守
り
ま

し
ょ
う
。

●
防
犯
協
会
と
交
通
安
全
協
会

か
ら
『
入
学
祝
』
に
防
犯
グ
ッ

ズ
な
ど
を
贈
呈

　
大
仁
署
管
内
の
新
入
学
児
童

6
1
8
人
に『
入
学
祝
』と
し
て
、防

犯
標
語
『
い
か
の
お
す
し
』
入
り
の

レ
タ
ー
ケ
ー
ス
や
筆
記
用
具
、交
通

安
全
反
射
材
を
セ
ッ
ト
に
し
て
贈

り
ま
し
た
。

　
明
る
く
希
望
に
満
ち
た
新
１
年

生
が
、犯
罪
や
交
通
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
、
ま
た
自
分
の
身
は
自
分

で
守
れ
る
よ
う
に
と
願
い
を
込
め

て
贈
り
ま
し
た
。

　
交
通
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
目

的
は
、『
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る

活
動
を
と
お
し
て
自
他
の
安
全
意

識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
中
伊
豆

中
の
伝
統
的
な
活
動
を
よ
り
充
実

し
た
活
動
と
し
て
引
き
継
ぐ
』
と

い
う
も
の
で
す
。活
動
と
し
て
は
、

中
伊
豆
中
の
生
徒
が
中
伊
豆
小
の

6
年
生
と
協
力
し
、
の
ぼ
り
旗
を

持
っ
て
街
頭
に
立
ち
、
手
作
り
の
マ

ス
コ
ッ
ト
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡

し
な
が
ら
、あ
い
さ
つ
と
交
通
安
全

を
呼
び
掛
け
ま
す
。

　
こ
の
活
動
は
、
中
学
校
の
生
徒

会
役
員
が
小
学
校
に
出
向
き
、
活

動
の
目
的
や
内
容
、
方
法
を
6
年

生
に
説
明
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り

ま
す
。年
度
初
め
の
小
中
の
交
流

事
業
に
も
な
る
行
事
な
の
で
、
生

徒
会
役
員
は
緊
張
し
た
表
情
で
説

明
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
5
月
と
11
月
の
2
回
に
わ
た
り
、

7
時
30
分
か
ら
20
分
程
度
、県
道

修
善
寺
伊
東
線
の
中
伊
豆
小
付
近

で
活
動
し
ま
し
た
。11
月
に
は
、亀

を
か
た
ど
っ
た
交
通
安
全
マ
ス
コ
ッ

ト
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
す
活
動

も
並
行
し
て
行
な
い
ま
し
た
。こ
の

マ
ス
コ
ッ
ト
は
、生
徒
会
活
動
の
時

間
に
、上
級
生
が
下
級
生
に
作
り

方
を
教
え
な
が
ら
一
人
一
個
ず
つ

作
り
上
げ
た
も
の
で
、材
料
の
調
達

や
作
り
方
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
綿
々
と

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、の
ぼ
り
旗
を
持
っ
て
呼

び
掛
け
を
す
る
人
と
、
赤
信
号
で

停
車
し
た
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
マ

ス
コ
ッ
ト
を
手
渡
し
す
る
人
に
分

か
れ
て
活
動
し
ま
し
た
。八
幡
交

番
の
警
察
官
に
も
協
力
を
お
願
い

し
、
安
全
な
活
動
に
な
る
よ
う
配

慮
し
ま
し
た
。

　
マ
ス
コ
ッ
ト
を
手
渡
す
と
、
多
く

の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
笑
顔
で「
あ
り
が

と
う
」
と
返
事
を
返
し
て
く
れ
て
、

生
徒
た
ち
も
満
足
そ
う
な
笑
顔
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

●
自
分
の
自
転
車
は
自
分
で
守
る

　
新
生
活
も
よ
う
や
く
落
ち
着
き
、

通
勤
や
通
学
で
利
用
し
て
い
る
自

転
車
に
対
し
て
、施
錠
の
手
間
を
惜

し
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

　
大
仁
署
管
内
で
は
、今
年
の
１
月

か
ら
３
月
ま
で
に
12
件
の
自
転
車

盗
が
発
生
し
て
い
ま
す
。「
面
倒
だ

か
ら
」「
自
分
の
自
転
車
は
大
丈
夫
」

な
ど
と
油
断
し
て
い
る
と
、
あ
な
た

の
自
転
車
は
ド
ロ
ボ
ー
の
格
好
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

◆
こ
ん
な
場
所
が
危
な
い
！

　
ど
ん
な
場
所
で
も
無
施
錠
の
自

転
車
が
一
番
狙
わ
れ
ま
す
。

　
特
に
危
険
な
の
が
、駅
の
駐
輪

場
や
ス
ー
パ
ー
・
コ
ン
ビ
ニ
の
駐
車

場
で
す
。ま
た
、職
場
や
自
宅
も
危

険
で
す
。

◆
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は

○
自
宅
や
学
校
な
ど
、ど
こ
で
も

必
ず
施
錠
す
る
。

○
自
転
車
の
防
犯
登
録
を
す
る
。

○
わ
ず
か
な
時
間
で
も
必
ず『
ツ

ー
ロ
ッ
ク
』を
す
る
。

※『
ツ
ー
ロ
ッ
ク
』っ
て
何
？

　『
ツ
ー
ロ
ッ
ク
』

と
は
、自
転
車
に

『
ワ
イ
ヤ
ー
錠
』や

『
U
字
型
錠
』な
ど
、

2
つ
の
異
な
る
種

類
の
鍵
を
か
け
る

こ
と
で
す
。

　
修
善
寺
小
学
校
で
は
、毎
年
、持

久
走
大
会
終
了
後
、
学
校
を
会
場

に
P
T
A
主
催
の『
三
世
代
ふ
れ
あ

い
交
流
会
』を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
交
流
会
は
、
普
段
か
ら
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
皆
さ

ん
に
、
昔
か
ら
伝
わ
る
伝
統
的
な

技
術
や
風
習
を
学
ん
だ
り
、
こ
れ

ら
の
活
動
を
通
し
て
交
流
や
触
れ

合
い
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
こ
と
が

主
な
ね
ら
い
で
す
。

　
豚
汁
の
下
準
備
や
お
か
ざ
り
作

り
の
用
意
な
ど
、
P
T
A
役
員
や

老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
、
前
日

か
ら
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。当
日
は
多
く
の
地
域
の
皆
さ

ん
と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
、
充

実
し
た
会
に
な
り
ま
し
た
。ま
た

今
年
は
、
伊
豆
総
合
高
等
学
校
郷

土
芸
能
部
の
太
鼓
演
奏
が
披
露
さ

れ
、さ
ら
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
皆
さ
ん

に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら

た
め
て
実
感
し
た
１
日
で
し
た
。今

後
も
、
修
善
寺
小
学
校
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て
地
域
の

き
ず
な
を
深
め
る
役
割
を
果
た
せ

る
よ
う
、努
力
し
て
い
き
ま
す
。

▲おかざり作りに挑戦する6年生▲親子でもちつきをする3年生▲輪投げで交流をする4年生

▲マスコットを手渡す生徒たち

▲新入学児童に贈られた啓発品
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保育園・幼稚園・こども園の紹介

◆園目標　みんなにこにこ元気な子
◆重点目標　たくましい子
　　　　　　思いやりのある子
　　　　　　自己表現のできる子

　　　　　　

狩野幼稚園狩野幼稚園

市内には、魅力ある多くのジオサイトが
あります。ここでは、ジオサイトの紹介
や取り組みについてご紹介します。
問合せ／観光課☎（72）9911

市内には、魅力ある多くのジオサイトが
あります。ここでは、ジオサイトの紹介
や取り組みについてご紹介します。
問合せ／観光課☎（72）9911

ジ　　　オジ　　　オ

大地からの贈り物
～ジオだより～

大地からの贈り物
～ジオだより～

　狩野幼稚園は、狩野ドームの近くに
あり、３歳児14人、４歳児18人、５歳児
23人、計55人の園児がいます。園児
は、合言葉の『かのっこ』（『か』んがえ
よう・『の』びのびあそぼう・『つ』なが
ろう・『こ』とばにだそう）を実践しなが
ら元気いっぱい遊んでいます。

▲昨年度行なわれたジオパーク市民講座の様子
（出前講座のイメージ）

地域の皆さんと触れ合い、
自然体験を通して疑問が
わいたり、興味をもったり
して遊びが広がります。

どうしたら、いろいろな色ができる
か考えながら試しています。

色水作り

今日楽しかったこと、
困ったことを伝え合
い、明日の遊びにつな
げています。

言葉のやりとりをしながら友達
と遊ぶ楽しさを感じています。

アユの放流

ケーキ屋さんごっこ

遊びの振り返り

つ 

な
が
ろ
う

つ 

な
が
ろ
う

の びのび
　　あそぼう
の びのび
　　あそぼう

かんがえようかんがえよう

ことばにだそうことばにだそう
祖
母
が
花
の
農
業
を
し
な
が
ら
小
売
り

を
始
め
、
父
の
代
で
本
格
的
な
生
花
店
を

始
め
ま
し
た
。私
は
、
東
京
で
４
年
間
修
業

し
、24
歳
の
と
き
に
後
を
継
ぎ
ま
し
た
。

小
売
り
の
ほ
か
に
、
旅
館
や
ホ
テ
ル
な

ど
に
お
花
を
卸
し
て
い
ま
す
。東
京
で
の

経
験
を
生
か
し
て
、
結
婚
式
の
ブ
ー
ケ
や

葬
儀
の
祭
壇
な
ど
も
作
成
し
て
い
ま
す
。

仕
入
れ
は
週
に
２
・
３
回
ほ
ど
行
な
っ

て
、
そ
の
時
期
に
な
る
べ
く
良
い
も
の
を

仕
入
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
お
花
の
美
し

さ
を
最
大
限
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

デ
ザ
イ
ン
し
、
お
花
を
も
ら
っ
て
か
ら
長

く
楽
し
め
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に「
お

客
さ
ま
へ
一
番
良
い
状
態
で
お
渡
し
し
た

い
」と
い
う
気
持
ち
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

津田 一成 さん津田 一成 さん

キ
ラ
リ
、 

　輝
く
仕
事
人

仕
事
に
か
け
る
思
い

今
後
の
目
標
や
夢

　
毎
週
、
旅
館
や
ホ
テ
ル
へ
花
材
や
飾
花

を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
お
届
け
す
る
場

所
の
雰
囲
気
や
特
徴
に
合
わ
せ
て
お
花
を

選
ん
で
い
ま
す
。
季
節
の
お
花
を
入
れ
て

組
み
合
わ
せ
や
色
合
い
を
考
え
て
作
る
の

が
楽
し
い
で
す
。

　
誕
生
日
や
記
念
日
な
ど
の
特
別
な
イ
ベ

ン
ト
に
お
花
を
使
う
こ
と
が
多
い
の
で
、

お
客
さ
ま
が
お
花
を
見
て
喜
ん
で
も
ら
う

瞬
間
が
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

「
き
れ
い
」
と
言
っ
て
も
ら
え
た
り
、
お

花
と
記
念
撮
影
を
し
て
も
ら
え
た
り
す
る

と
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

や
り
が
い

36歳 （青羽根）36歳 （青羽根）【趣味】
家族との買い物、ドライブ

【ストレス解消法】
おいしいものを食べること

　ここでは、市内で頑張って働く人
を紹介します。市内には、ステキな
人がたくさん！意外と知らない仕
事など、どのような思いで仕事に
取り組んでいるのかを紹介します。
問合せ／産業振興課☎（72）9910

㈲津田生花㈲津田生花

Vol.13Vol.13

　

　
家
族
だ
け
で
経
営
し
て
い
る
小
さ
な
生

花
店
で
す
が
、
大
き
な
仕
事
か
ら
小
さ
な

仕
事
ま
で
幅
広
く
受
け
て
、
す
べ
て
の
お

客
さ
ま
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
目

指
し
ま
す
。
私
は
、
切
り
花
を
主
に
し
て

い
る
の
で
デ
ザ
イ
ン
の
知
識
や
技
術
を
も

っ
と
向
上
さ
せ
た
い
で
す
。

　
ま
た
、
園
芸
に
も
力
を
入
れ
て
、
お
花

な
ら
、
ど
ん
な
要
望
に
も
応
え
ら
れ
る
よ

う
に
、
伊
豆
で
一
番
の
お
花
屋
さ
ん
を
目

指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

　
次
男
も
生
ま
れ
た
の
で
、「
パ
パ
と
一
緒

に
お
花
屋
さ
ん
を
や
り
た
い
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　『伊豆半島ジオパーク』は、世界認定を目指して取
り組んでいます。認定には、一人でも多くの市民の皆
さんの参加と活動が重要です。
　そこで、市では市民の皆さんに『伊豆半島ジオパ
ーク』とは何か知っていただくために、各地区に出向
き、出前講座を行ないます。地区の集まりなどがある
際は、お気軽にお声掛けください。地区の良さを再確
認する良い機会になると思います。

内容／伊豆半島の生い立ち、伊豆半島ジオパーク推
進協議会が行なう取り組みと今後のスケジュールに
ついての紹介、市内のジオサイトの紹介など（約1時
間30分程度）
※ご希望に応じて、内容や所要時間を変更すること  
　も可能です。ご相談ください。
協力／伊豆半島ジオガイド中伊豆エリアの皆さん
申込み／講師の手配などが必要なため、1カ月前ま
でには観光課へお電話ください。
問合せ／観光課☎（72）9911
　

伊豆半島ジオパーク
出前講座
承ります！

（青羽根194-3）
㈲津田生花

狩野ドーム

至湯ケ島

至修善寺
天城小学校

湯の国会館

狩野幼稚園

狩野川

136

349

つ 　だ   か ず し げ
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お知らせ
市
役
所
で
伊
豆
中
央
道
・
修
善
寺
道
路

の
回
数
券
を
販
売
し
て
い
ま
す

販
売
券
種
／
軽
自
動
車
な
ど
１
２
８
０
０
円

普
通
自
動
車
１
万
６
千
円

※
い
ず
れ
も
１
６
０
回
券
で
す
。

販
売
場
所
／
会
計
課
、
土
肥
支
所
、
天
城

湯
ケ
島
支
所
、
中
伊
豆
支
所

購
入
方
法
／
販
売
窓
口
に
て
住
所
、
氏
名
を

記
入
し
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
認
め
印
や
身
分
証
明
書
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

注
意
事
項
／

〇
市
役
所
で
の
払
い
戻
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

県
道
路
公
社
伊
豆
中
央
道
料
金
所
事
務

所
、
ま
た
は
修
善
寺
道
路
料
金
所
事
務
所

で
お
願
い
し
ま
す
。

〇
消
費
税
増
税
な
ど
の
額
面
変
更
に
よ
る

払
い
戻
し
手
数
料
は
無
料
と
な
り
ま
す

が
、
個
人
都
合
に
よ
る
払
い
戻
し
の
場
合

は
、
10
％
の
手
数
料
が
発
生
し
ま
す
。

問
合
せ
／
総
合
戦
略
課
☎
（
74
）
３
０
６
６

勤
労
者
住
宅
建
設
資
金
利
子
補
給
制
度

　

市
で
は
、
市
内
に
居
住
す
る
勤
労
者
で
、

金
融
機
関
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
借
り
た

人
に
、
利
子
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

条
件
／

①
申
請
時
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
こ
と

②
自
己
専
用
住
宅
を
新
築
（
既
存
住
宅
の
建

て
替
え
不
可
）
ま
た
は
購
入
し
て
い
る
こ
と

③
返
済
開
始
が
平
成
26
年
４
月
か
ら
平
成
27

年
３
月
の
間
で
あ
る
こ
と

④
借
入
金
５
０
０
万
円
以
上
で
返
済
期
間
５

年
以
上
で
あ
る
こ
と

⑤
所
得
７
０
０
万
円
以
下（
同
居
家
族
含
む
）

で
あ
る
こ
と

⑥
建
物
の
延
べ
床
面
積
１
３
５
㎡
以
下
で
あ
る

こ
と
（
60
歳
以
上
の
高
齢
者
、
身
体
障
害

者
、
ま
た
は
６
人
以
上
の
家
族
が
同
居
す

る
場
合
は
２
４
０
㎡
以
下
）

⑦
当
制
度
以
外
に
住
宅
建
設
資
金
の
利
子
補

給
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

⑧
伊
豆
市
若
者
定
住
促
進
住
宅
補
助
金
を

受
け
て
い
な
い
こ
と

⑨
市
税
の
未
納
が
な
い
こ
と

利
子
補
給
額
／
月
額
３
２
０
０
円

利
子
補
給
期
間
／
返
済
開
始
か
ら
３
年
間

（
伊
豆
市
に
住
民
登
録
以
前
は
対
象
外
）

受
付
期
間
／

５
月
７
日
（
木
）
～
６
月
10
日
（
水
）

提
出
書
類
／

①
交
付
申
請
書

②
住
宅
建
設
資
金
償
還
実
績
証
明
書

　
（
金
融
機
関
の
証
明
）

③
収
入
の
分
か
る
書
類
（
世
帯
全
員
分
の
平

成
26
年
分
源
泉
徴
収
票
の
写
し
、
平
成
26

年
分
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
の
写

し
、
平
成
26
年
分
確
定
申
告
書
の
写
し
）

※
交
付
申
請
書
は
産
業
振
興
課
、
各
支
所

窓
口
に
据
え
置
く
と
と
も
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
２
年
目
以
降
の
申
請
者
に
は
４
月
下
旬
に

関
係
書
類
を
送
付
し
ま
し
た
。

問
合
せ
／
産
業
振
興
課
☎
（
72
）
９
９
１
０

若
者
の
移
住
・
定
住
を
応
援
し
ま
す
！

■
伊
豆
市
若
者
定
住
促
進
補
助
金
制
度

対
象
／

〇
夫
婦
い
ず
れ
か
が
満
40
歳
以
下
の
若
者
世

帯
で
あ
る
こ
と

〇
市
内
に
土
地
お
よ
び
住
宅
ま
た
は
住
宅
の

み
を
購
入
し
、
夫
婦
で
居
住
す
る
こ
と

〇
購
入
し
た
住
宅
の
延
床
面
積
１
０
０
㎡
以

上
で
あ
る
こ
と

※
相
続
や
譲
渡
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

交
付
額
／

〇
土
地
と
建
物
を
購
入
１
０
０
万
円

〇
建
物
の
み
購
入
50
万
円

※
小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ
ん
が
い
る
場
合
、

一
人
当
た
り
10
万
円
を
交
付
し
ま
す
。

■
住
宅
ロ
ー
ン
契
約
時
に
金
利
優
遇
や

　

地
場
産
物
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

　

若
者
定
住
促
進
補
助
金
を
受
け
た
人
を
対

象
に
、
４
月
１
日
（
水
）
か
ら
、
金
融
機
関
に

よ
る
新
た
な
サ
ー
ビス
が
始
ま
り
ま
し
た
。

金
融
機
関
（
サ
ー
ビ
ス
）
／

〇
三
島
信
用
金
庫
（
金
利
優
遇
）

　

☎
０
１
２
０
（
６
０
８
）
３
８
６

〇
伊
豆
の
国
農
業
協
同
組
合
（
地
場
産
物
）

　

☎
（
76
）
１
６
２
３

〇
静
岡
銀
行
（
金
利
優
遇
）

　

☎
（
72
）
２
０
５
７

〇
ス
ル
ガ
銀
行
（
金
利
優
遇
）

　

☎
（
72
）
２
０
２
８

〇
静
岡
中
央
銀
行
（
金
利
優
遇
）

　

☎
（
72
）
２
１
４
５

問
合
せ
／
総
合
戦
略
課
☎
（
74
）
３
０
６
６

住
宅
の
耐
震
診
断
・
補
強
補
助
金

　

県
と
市
が
実
施
し
て
い
る
『
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ

（
東
海
・
倒
壊
）
―
０
』
事
業
で
は
、
昭
和
56

年
５
月
31
日
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
を

対
象
に
、
無
料
耐
震
診
断
の
実
施
、
耐
震
補
強

工
事
な
ど
に
対
す
る
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
木
造
住
宅
の
耐
震
補
強

①
無
料
耐
震
診
断
は
電
話
１
本
で
申
し
込
み

　

市
が
専
門
家
（
静
岡
県
耐
震
診
断
補
強

相
談
士
）
を
派
遣
し
、
無
料
で
診
断
し
ま
す
。

②
耐
震
補
強
計
画
作
成
費
用
の
一
部
を
補
助

　

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
に
問
題
が
あ

る
場
合
、
家
を
ど
の
よ
う
に
補
強
す
る
か
を

検
討
し
、『
耐
震
補
強
計
画
』
を
作
成
す
る

た
め
の
費
用
に
つ
い
て
、
３
分
の
２
以
内
（
限

度
額
９
万
６
千
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

③
耐
震
補
強
工
事
に
は
40
万
円
を
補
助

　

耐
震
性
に
問
題
の
あ
る
住
宅
の
耐
震
補
強
工

事
に
対
し
て
、
40
万
円
を
上
限
に
補
助
し
ま
す
。

※
高
齢
者
の
み
の
世
帯
や
障
が
い
の
あ
る
人

と
同
居
し
て
い
る
世
帯
に
は
、
20
万
円
の

割
増
補
助
が
あ
り
ま
す
。

■
そ
の
ほ
か
の
補
助
制
度
な
ど

○
し
ず
お
か
住
宅
ロ
ー
ン
優
遇
制
度

　

耐
震
性
の
低
い
住
宅
を
建
て
替
え
る
場
合
、

県
内
の
金
融
機
関
で
金
利
の
優
遇
な
ど
を

扱
っ
て
い
ま
す
。
各
金
融
機
関
へ
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
ブ
ロッ
ク
塀
の
撤
去
・
改
修

　

地
震
発
生
時
に
転
倒
や
倒
壊
の
恐
れ
の
あ

る
ブ
ロッ
ク
塀
の
撤
去
、
改
修
を
行
な
う
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

問
合
せ
／
防
災
安
全
室
☎
（
72
）
９
８
６
７

お知らせ

お
知
ら
せ

年に一度は体の健康状態を
チェックしよう！

❖特定健診・後期高齢者健康診査

■ 問 合 せ
健康支援課☎（72）9861

■ そ の 他
　肝炎ウイルス検査・前立腺がん検診は特定健診およ
び後期高齢者健康診査と同時に受診できます。対象年
齢などをご確認ください。

■ 持 ち 物
①『特定健診受診券』（クリーム色）または
　 『健康診査受診券』（藤色）
※裏面の『質問票』は、必ず自宅で記入してください。
②あて名シール（個人通知に同封のもの）
③『国民健康保険証』または『後期高齢者医療保険証』
④自己負担金

■ 費　　用
〇特定健診受診券をお持ちの人　1,000 円
〇健康診査受診券をお持ちの人　500 円

■ 案内・受診券の郵送時期
　５月中旬以降に、対象者へ健診のご案内、受診券、
委託医療機関の一覧を郵送します。

■ 受診方法
〇個別健診の場合
　個人通知に同封する委託医療機関へ事前に予約して
受けてください。
〇集団健診の場合
　個人通知に同封する『日程・会場の一覧』を確認の
上、受けてください。

■ 受診時期
個別健診 6 月～ 9 月　集団健診 7 月～ 10 月

■ 内　　容
身体計測、医師の診察、血圧測定、血液検査、尿検査
※そのほか医師が必要と判断した場合、心電図検査、

眼底検査を行ないます。

■ 対　　象
〇 40 歳以上の人（昭和 51 年 3 月 31 日以前生まれ）

で伊豆市の国民健康保険の加入者
※国民健康保険人間ドックを受診する人を除きます。
〇後期高齢者医療制度に加入している人

　特定健診は、糖尿病や高血圧などの生活習慣病をい
ち早く発見し、効果的な予防をするための健診です。

❖国民健康保険人間ドック

■ 助成金額
人間ドック費用額の 7 割（上限は 30,000 円）

■ 委託医療機関
〇伊豆赤十字病院（伊豆市小立野 100）
〇中伊豆温泉病院（伊豆市上白岩 1000）
〇伊豆保健医療センター（伊豆の国市田京 270-1）
〇東部メディカル健康管理センター
　（函南町仁田楠台 777-4）
〇西伊豆病院（西伊豆町仁科 138-2）
〇国際医療福祉大学熱海病院（熱海市東海岸町 13-1） 
〇西島病院（脳ドックのみ）（沼津市大岡 2835-7）

■ 問 合 せ
保険課☎（72）9856

■ 受診方法
〇受診には事前に申請が必要です。国民健康保険証と

認め印を持参し、保険課または各支所で申請してく
ださい。

〇申請後、下記の委託医療機関から日程などの詳細を
ご連絡します。

〇受診日までに保険課から受診券を郵送します。

■ 受診時期
 6 月 1 日（月）～平成 28 年 3 月 31 日（木）

■ 内　　容
身体計測、血液検査、尿検査、眼底検査、聴力検査、
心電図検査、超音波検査、レントゲン検査、
消化器検査など（そのほかオプション検査あり）

■ 対　　象
4 月 1 日現在、満 20 歳以上で下記に該当する人
〇申請日以前に伊豆市国民健康保険に継続して 1 年以

上加入していること
〇国民健康保険税に滞納がないこと
〇今年度中に特定健康診査を受診していないこと

　人間ドックは、自覚症状の有無に関係なく身体各部
位の精密検査を受けて、普段気が付きにくい疾患や臓
器の異常や健康度をチェックするものです。
　特に節目に当たる年齢の人は受診をお勧めします。
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お知らせ★市役所へのお問い合わせは、原則 8 時 30 分から17 時 15 分までとなります（土日・祝日・年末年始を除く）。

巡
回
交
通
事
故
相
談
（
相
談
無
料
）

　

静
岡
県
交
通
事
故
相
談
所
の
専
門
相
談
員

が
、
交
通
事
故
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

応
じ
ま
す
。
交
通
事
故
で
お
困
り
の
人
は
、
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と
き
／
６
月
10
日
（
水
）
10
時
～
15
時

と
こ
ろ
／
本
庁

内
容
／
損
害
賠
償
・
自
動
車
保
険
の
請
求
、

示
談
・
調
停
・
訴
訟
な
ど
の
相
談

持
ち
物
／
交
通
事
故
証
明
書
、
医
師
の
診

断
書
、
事
故
現
場
の
略
図　

な
ど

申
込
み
／
６
月
８
日
（
月
）
ま
で
に
防
災
安

全
室
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
防
災
安
全
室
☎
（
72
）
９
８
６
７

５
月
11
日
（
月
）
～
20
日
（
水
）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

入
学
か
ら
約
１
カ
月
が
経
過
し
学
校
生
活

も
落
ち
着
く
こ
の
時
期
は
、
通
園
・
通
学
に

も
慣
れ
、
行
動
が
活
発
化
す
る
子
ど
も
の
交

通
事
故
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
早
め
の
安
全
確
認
、

思
い
や
り
運
転
な
ど
を
心
掛
け
交
通
事
故
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
／

安
全
を 

つ
な
げ
て
広
げ
て 

事
故
ゼ
ロへ

運
動
の
重
点
／

〇
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

〇
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

〇
飲
酒
運
転
の
根
絶

〇
横
断
歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止

問
合
せ
／
防
災
安
全
室
☎
（
72
）
９
８
６
７

５
月
５
日
（
火
・
祝
）
～
11
日
（
月
）

『
児
童
福
祉
週
間
』

　

毎
年
、
５
月
５
日
の
『
こ
ど
も
の
日
』
か

ら
の
一
週
間
を
『
児
童
福
祉
週
間
』
と
定
め

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
や
家
庭
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
に
つい
て
国
民
全
体
で
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

本
年
度
の
児
童
福
祉
週
間
の
標
語
／　
　

世
界
に
は 

君
の
輝
く 

場
所
が
あ
る

■
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
集
い

　

福
祉
週
間
に
合
わ
せ
て
、『
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
の
集
い
』
を
開
催
し
ま
す
。
申
し
込

み
不
要
で
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
多
く
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き
／
５
月
15
日
（
金
）

９
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ　

問
合
せ
／
こ
ど
も
課
☎
（
72
）
９
８
６
４　

行
政
相
談
委
員
を
ご
存
じ
で
す
か

　

国
の
行
政
に
対
す
る
住
民
の
皆
さ
ん
の
苦
情
、

要
望
、
問
い
合
わ
せ
な
ど
を
聞
き
、
解
決
の
促

進
を
図
る
の
が
『
行
政
相
談
』
で
す
。

　

そ
の
相
談
に
応
じ
る
身
近
な
窓
口
に
な
る

の
が
『
行
政
相
談
委
員
』
で
す
。
行
政
相

談
委
員
は
、
総
務
大
臣
が
お
願
い
し
た
民
間

の
有
識
者
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
で
す
。

行
政
相
談
委
員
／

〇
堀
江　

正
身
さ
ん
（
矢
熊
）　　
　
　

〇
葊
沢　

智
純
さ
ん
（
小
下
田
）

〇
杉
山　

政
代
さ
ん
（
本
立
野
）　　
　

■
行
政
相
談

　

国
の
仕
事
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
無
料
で
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

と
き
／
毎
月
第
２
火
曜
日
９
時
～
12
時

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

そ
の
他
／
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
、

市
民
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
市
民
課
☎
（
72
）
９
８
５
８

　

な
お
、
左
記
で
も
行
政
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

○
静
岡
行
政
評
価
事
務
所　

行
政
相
談
課

　

〒
４
２
０
―
０
８
５
３

　

静
岡
市
葵
区
追
手
町
９
―
50

　

☎ 

０
５
４
（
２
５
４
）
１
１
０
０

〇
行
政
苦
情
１
１
０
番

　

☎
０
５
７
０
（
09
）
０
１
１
０

相
談
か
ら
自
立
ま
で
継
続
支
援
し
ま
す

～
自
立
相
談
支
援
事
業
～

　

長
引
く
景
気
低
迷
に
よ
り
雇
用
環
境
が
悪

化
し
、
働
け
る
世
代
で
も
生
活
保
護
受
給
者

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
単
身
世
帯
の
増

加
、
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
低
下
な
ど
、
社

会
的
孤
立
が
問
題
に
な
って
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
の
変
化
の
中
で
は
、
誰

も
が
生
活
困
窮
に
陥
る
リ
ス
ク
に
直
面
し
て
い

ま
す
。
国
で
は
、
生
活
に
困
っ
た
場
合
で
も

自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
の
支
援
を
確
実

か
つ
適
切
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
法
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
受
け
市
で
は
、
生
活
困
窮
者
な

ど
が
早
期
に
自
立
で
き
る
よ
う
、
専
門
の
支

援
員
を
配
置
し
、
相
談
に
応
じ
て
支
援
へ
と

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

経
済
的
な
問
題
で
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
、

長
く
失
業
し
て
い
る
人
、
引
き
こ
も
り
や
ニ
ー

ト
で
悩
ん
で
い
る
人
な
ど
（
生
活
保
護
受
給

者
は
除
く
）、
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

①
ま
ず
は
困
っ
て
い
る
こ
と
を

　

何
で
も
話
し
て
く
だ
さ
い
！

　

就
労
や
家
庭
、
心
身
に
つ
い
て
抱
え
て
い
る

問
題
を
相
談
員
が
広
く
伺
い
ま
す
。

※
内
容
に
応
じ
て
、
適
切
な
対
応
が
で
き
る

専
門
機
関
へつ
な
げ
ま
す
。

※
窓
口
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、
相
談
員
が

訪
問
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

②
必
要
な
支
援
が
計
画
的
に
提
供
で
き
る

よ
う
に
、
自
立
へ
の
計
画
を
立
て
ま
す
！

　

抱
え
て
い
る
課
題
を
評
価
、
分
析
し
、
必

要
な
支
援
を
把
握
し
ま
す
。
本
人
の
希
望

を
尊
重
し
な
が
ら
、
必
要
な
支
援
が
計
画
的

に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
自
立
に
向
け
た
プ
ラ
ン

（
自
立
支
援
計
画
）
を
策
定
し
ま
す
。

③
自
立
の
た
め
に

　

一
緒
に
目
標
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

　

問
題
解
決
を
す
る
た
め
、
必
要
な
関
連
機

関
と
連
携
・
継
続
し
て
支
援
を
行
な
い
ま
す
。

■
住
宅
確
保
給
付
金

　

働
く
た
め
に
住
む
場
所
の
確
保
を
支
援
し

ま
す
。
離
職
に
よ
り
生
活
に
困
っ
て
住
居
を

失
っ
た
人
や
、
住
居
を
失
う
恐
れ
の
高
い
人
に
、

安
定
し
た
就
職
活
動
が
で
き
る
よ
う
期
限
付

き
で
家
賃
相
当
額
を
支
給
し
ま
す
。

問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
☎
（
72
）
３
２
０
２

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
補
助
金

　

市
で
は
、
環
境
へ
の
負
担
の
小
さ
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

対
象
機
器
／
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
（
太
陽

光
を
利
用
し
て
発
電
す
る
装
置
で
、
そ
れ
に

よ
り
発
生
し
た
電
気
を
電
力
会
社
へ
供
給
で

き
る
も
の
）

補
助
金
額
／

１
kW
当
た
り
３
万
円
（
上
限
10
万
円
）

※
本
年
度
は
補
助
件
数
50
件
を
予
定
。

対
象
者
／
設
置
完
了
時
に
伊
豆
市
民
で
あ
る

こ
と
、
か
つ
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

申
請
方
法
／
設
置
工
事
前
に
環
境
衛
生
課
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
着
工
は
必
ず
、
決
定
通
知
書
を
受
け
た
後

に
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

生
ご
み
処
理
容
器
・

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
補
助
金

　

生
ご
み
を
堆
肥
化
し
、
ご
み
の
減
量
化
を

行
な
っ
て
い
る
人
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
、

購
入
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
生
ご
み
処
理
容
器

　
（
コ
ン
ポ
ス
ト
、
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
容
器
な
ど
）

対
象
機
器
／
材
質
が
、
耐
水
性
お
よ
び
耐
久

性
を
備
え
た
も
の
で
、
臭
気
の
発
散
お
よ
び

雨
水
の
流
入
な
ど
を
防
止
す
る
た
め
の
ふ
た

を
備
え
た
も
の　

補
助
金
額
／
購
入
額
の
２
分
の
１
を
補
助

（
上
限
４
千
円
／
容
器　

１
世
帯
に
２
容
器

ま
で
）

申
請
方
法
／
購
入
後
に
次
の
も
の
を
持
参
し
、

環
境
衛
生
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
領
収
書
（
申
請
者
氏
名
入
り
）
②
認
め
印

③
申
請
者
本
人
の
口
座
が
分
か
る
も
の

④
カ
タ
ロ
グ
な
ど
型
式
性
能
の
分
か
る
も
の

■
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

対
象
機
器
／
電
気
式
で
生
ご
み
を
発
酵
、
乾

燥
な
ど
の
方
法
に
よ
り
分
解
す
る
方
式
の
も
の

補
助
金
額
／
購
入
額
の
２
分
の
１
を
補
助

（
上
限
３
万
円　

１
世
帯
１
台
ま
で
）

申
請
方
法
／
購
入
前
に
次
の
も
の
を
持
参
し
、

環
境
衛
生
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
見
積
書
②
認
め
印

③
カ
タ
ロ
グ
な
ど
型
式
性
能
の
分
か
る
も
の

④
申
請
者
本
人
の
口
座
が
分
か
る
も
の

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

乳
幼
児
世
帯
へ
ご
み
袋
を
配
布
し
ま
す

　

市
で
は
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
ご

み
袋
の
減
免
措
置
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
申

請
に
よ
り
２
歳
未
満
の
乳
幼
児
１
人
に
つ
き

１
回
、
指
定
ご
み
袋
（
30
リ
ッ
ト
ル
）
を
一

括
配
布
し
ま
す
。

内
容
／

○
新
生
児
世
帯

　

出
生
届
時
に
満
２
歳
に
な
る
ま
で
の
24
カ

月
分
（
２
４
０
枚
）
を
配
布
し
ま
す
。

○
新
生
児
以
外
の
世
帯

　

転
入
時
な
ど
、
申
請
の
あ
っ
た
月
か
ら
満

２
歳
に
な
る
ま
で
の
月
数
分
（
１
カ
月
当
た

り
10
枚
）
を
配
布
し
ま
す
。

申
請
方
法
／
次
の
も
の
を
持
参
し
、
環
境
衛

生
課
ま
た
は
各
支
所
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
認
め
印

②
お
子
さ
ん
の
生
年
月
日
が
確
認
で
き
る
も
の

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

猫
の
去
勢
・
避
妊
手
術
補
助
金

　

保
健
所
や
市
に
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に

関
す
る
多
く
の
相
談
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
不
幸
に
も
捨
て
ら
れ
た

り
、
家
出
や
迷
子
な
ど
の
猫
が
繁
殖
し
て
増

え
た
り
し
た
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
以
上
不
幸
な
猫
を
増
や
さ

な
い
た
め
、
ま
た
市
民
生
活
へ
の
影
響
を
考

え
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
去
勢
・
避
妊
手
術

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
／

〇
市
内
に
生
息
し
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
去

勢
・
避
妊
手
術
を
受
け
さ
せ
た
い
市
民

〇
手
術
後
に
そ
の
猫
の
面
倒
（
フ
ン
の
片
付

け
な
ど
）
を
見
ら
れ
る
人

※
手
術
後
の
耳
カ
ッ
ト
は
必
須
で
す
。

補
助
金
額
／
手
術
に
要
し
た
経
費
の
額

（
上
限
５
千
円
／
匹　

１
世
帯
２
匹
ま
で
）

申
請
方
法
／
手
術
前
に
次
の
書
類
を
環
境
衛

生
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
交
付
申
請
書

②
申
請
者
の
住
所
が
確
認
で
き
る
も
の

③
申
請
者
本
人
の
口
座
が
分
か
る
も
の

※
手
術
後
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

平
成
27
年
度

軽
自
動
車
税
の
税
額
に
つ
い
て

　

昨
年
の
広
報
い
ず
11
月
号
に
、
軽
自
動
車
税

変
更
の
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
次
の
車
両

は
平
成
27
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
税
額
の
引

き
上
げ
が
平
成
28
年
度
に
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

車
種
・
税
額
（
平
成
27
年
度
）
／

〇
第
一
種
原
動
機
付
自
転
車

　
（
50㏄
以
下
）
千
円

〇
第
二
種
乙
原
動
機
付
自
転
車

　
（
51㏄
～
90㏄
）
１
２
０
０
円

〇
第
二
種
甲
原
動
機
付
自
転
車

　
（
91㏄
～
１
２
５㏄
）
１
６
０
０
円

〇
軽
二
輪
車
（
１
２
６㏄
～
２
５
０㏄
）

　

２
４
０
０
円

〇
二
輪
の
小
型
自
動
車
（
２
５
１㏄
以
上
） 

　

４
千
円

〇
小
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕
用
）

　

１
６
０
０
円

〇
小
型
特
殊
自
動
車
４
７
０
０
円

〇
ミ
ニ
カ
ー
（
50㏄
以
下
）
２
５
０
０
円

問
合
せ
／
税
務
課
☎
（
72
）
９
８
５
４

三
島
年
金
事
務
所

出
張
年
金
相
談
（
要
予
約
）

　

年
金
の
受
給
に
関
す
る
こ
と
や
年
金
請
求

の
お
手
続
き
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
／
６
月
３
日
（
水
）
10
時
～
14
時
30
分

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

対
象
／
本
人
ま
た
は
本
人
の
署
名
捺
印
の
あ

る
年
金
相
談
委
任
状
を
お
持
ち
の
代
理
人

予
約
開
始
／
５
月
１
日
（
金
）
～

問
合
せ
／
市
民
課
☎
（
72
）
９
８
５
８
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お知らせ
だ
る
ま
山
ハ
イ
キ
ン
グ

　

駿
河
湾
越
し
の
富
士
山
と
南
ア
ル
プ
ス
が

一
望
で
き
る
絶
景
コ
ー
ス
で
す
。
新
緑
の
だ
る

ま
山
を
楽
し
み
な
が
ら
、
気
持
ち
良
く
ハ
イ

キ
ン
グ
を
し
ま
し
ょ
う
。

と
き
／
５
月
24
日
（
日
）
９
時
～
17
時

コ
ー
ス
／
西
伊
豆
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
土
肥
駐
車

場
～
だ
る
ま
山
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
（
約
７・５
㎞
）

持
ち
物
／
ハ
イ
キ
ン
グ
に
適
し
た
服
装
・
靴
、

弁
当
、
飲
み
物
、
雨
具
な
ど

募
集
人
数
／
先
着
38
人

申
込
み
／
５
月
11
日
（
月
）
か
ら
社
会
教
育

課
で
受
け
付
け
ま
す
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
は
、
ス
キ
ー

の
ス
ト
ッ
ク
の
よ
う
な
形
を
し
た
専
用
ポ
ー
ル

を
手
に
持
ち
、
上
半
身
の
筋
肉
を
使
っ
た
簡

単
な
歩
行
運
動
で
す
。

　

全
身
の
筋
肉
を
使
う
の
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
が
多
く
な
り
ま
す
。
ひ
ざ
や
腰
へ
の
負
担

が
少
な
い
の
で
誰
で
も
気
軽
に
で
き
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
／
６
月
13
日
（
土
）
９
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ
／
狩
野
川
記
念
公
園

コ
ー
ス
／
狩
野
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

定
員
／
定
員
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ポ
ー
ル
の

貸
し
出
し
は
先
着
29
人
で
す
。

持
ち
物
／
運
動
靴
、
運
動
の
で
き
る
服
装
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど

申
込
み
／
社
会
教
育
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
取
り
入
れ
た

健
康
運
動
教
室

　
「
い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
た
い
」、「
若
々
し

く
見
ら
れ
た
い
」、
そ
ん
な
あ
な
た
に
お
勧
め

の
教
室
で
す
。

　

普
段
何
げ
な
く
行
な
っ
て
い
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
、
意
識
し
て
正
し
い
姿
勢
で
行
な
え

ば
、
ダ
イ
エッ
ト
や
体
質
改
善
に
効
果
的
で
す
。

自
己
流
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
方
法
で
は
、
ひ
ざ
や

腰
を
痛
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
正
し

い
フ
ォ
ー
ム
で
行

な
う
こ
と
が
大

切
で
す
。
ま
た
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

効
果
的
に
行
な

う
ス
ト
レ
ッ
チ
も

併
せ
て
紹
介
し

ま
す
。

と
こ
ろ
・
と
き
／

〇
中
伊
豆
中
学
校

　

６
月
３
日 

（
水
）
19
時
30
分
～

〇
狩
野
川
記
念
公
園

　

６
月
13
日
（
土
）
13
時
～

〇
狩
野
ド
ー
ム

　

６
月
17
日
（
水
）
19
時
30
分
～

〇
松
原
公
園

　

６
月
20
日
（
土
）
13
時
～

持
ち
物
／
運
動
靴
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
（
狩

野
ド
ー
ム
の
み
）、
運
動
の
で
き
る
服
装
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物
な
ど

申
込
み
／
社
会
教
育
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
は
、
専
用
の
ス
テ
ィ
ッ

ク
で
ボ
ー
ル
を
打
って
転
が
し
、
ゴ
ー
ル
に
入
れ

る
簡
単
な
ス
ポ
ー
ツ
で
、
合
計
打
数
の
少
な
さ

を
競
い
ま
す
。

と
き
／
５
月
16
日
（
土
）
８
時
30
分
～

と
こ
ろ
／
狩
野
グ
ラ
ウ
ン
ド

チ
ー
ム
構
成
／
１
チ
ー
ム
４
～
６
人

競
技
方
法
／
８
ホ
ー
ル
×
２
の
16
ホ
ー
ル

定
員
／
先
着
20
チ
ー
ム

申
込
み
／
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
５
月
13
日
（
水
）
ま
で
に
社
会

教
育
課
に
提
出
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、
社
会
教
育
課
に
備
え
置
く

と
と
も
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
83
）
５
４
９
８

ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

　

ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
は
、
ボ
ク
シ
ン
グ
の
練
習

メ
ニュ
ー
を
取
り
入
れ
た
運
動
の
こ
と
で
、
シ
ェ

イ
プ
ア
ッ
プ
や
持
久
力
ア
ッ
プ
に
効
果
が
あ
り

ま
す
。
親
子
で
の
参
加
は
も
ち
ろ
ん
、
大
人

だ
け
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。
ご
近
所
や
職

場
の
仲
間
と
一
緒
に
参
加
し
て
、
楽
し
い
汗

を
流
し
ま
し
ょ
う
。

と
き
／

５
月
１
日
・
15
日
（
金
）、
６
月
５
日
・
19
日

（
金
）
19
時
30
分
～
20
時
30
分

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

持
ち
物
／
運
動
靴
、
運
動
の
で
き
る
服
装
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど

申
込
み
／
社
会
教
育
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
も
う
！

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
活
用
を

　

伊
豆
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
で
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
体
力
づ
く
り
や
、
ス
ポ

ー
ツ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
る
よ
う
な
、
軽

ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

運
営
を
行
な
って
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
も
、
上
記
教
室
や
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
て
い
き
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
出
前
教
室
も
随
時
受
け
付
け
中
！

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
で
は
、
用
具
の
貸

し
出
し
や
出
前
教
室
も
行
な
って
い
ま
す
。

　

地
区
の
行
事
や
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
、
職

場
な
ど
で
の
体
育
活
動
サ
ポ
ー
ト
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

５
月
31
日
（
日
）
は
世
界
禁
煙
デ
ー

　

世
界
禁
煙
デ
ー
は
、
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い

習
慣
を
社
会
に
広
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
決
議
に
よ
り

昭
和
63
年
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

た
ば
こ
の
煙
に
は
、
２
０
０
種
類
以
上
の
有

害
物
質
が
含
ま
れ
て
お
り
、
が
ん
や
肺
疾
患

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
と
深
い
関
係
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
喫
煙
が
日
常
習
慣
化
す
る

と
ニ
コ
チ
ン
中
毒
に
陥
り
、
な
か
な
か
や
め
ら

れ
ま
せ
ん
。

　

喫
煙
し
て
い
る
皆
さ
ん
、
５
月
31
日
（
日
）

は
、
た
ば
こ
に
火
を
つ
け
る
前
に
、
禁
煙
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

問
合
せ
／
健
康
支
援
課
☎
（
72
）
９
８
６
０

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
団
地
／

〇
修
善
寺
地
区
…
椿
団
地
（
３
戸
）、

　

立
野
団
地
（
１
戸
）

〇
土
肥
地
区
…
土
肥
団
地
（
２
戸
）

〇
天
城
湯
ケ
島
地
区
…
宮
の
前
団
地（
１
戸
）、

　

宿
第
２
団
地
（
１
戸
）、

　

新
青
羽
根
団
地
（
２
戸
）、

　

市
山
楮
人
団
地
（
１
戸
）

※
宮
の
前
団
地
、
宿
第
２
団
地
は
、
単
身
で

の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
新
青
羽
根
団
地
は
、
高
校
生
以
下
の
お
子

さ
ん
を
持
つ
世
帯
が
申
し
込
み
可
能
で
す
。

〇
中
伊
豆
地
区
…
冷
川
団
地
（
１
戸
）

家
賃
／
入
居
者
の
合
計
所
得
な
ど
に
よ
り
決
定

応
募
資
格
／
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
と

①
同
居
親
族
が
あ
る
こ
と
（
た
だ
し
60
歳
以

上
な
ど
、
単
身
で
も
可
能
な
場
合
あ
り
）

②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

③
公
営
住
宅
法
に
定
め
る
所
得
で
あ
る
こ
と

④
す
べ
て
の
市
町
村
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
こ
と

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

⑥
連
帯
保
証
人
が
設
定
で
き
る
こ
と

　
（
滞
納
が
な
い
な
ど
の
基
準
あ
り
）

⑦
賃
貸
契
約
時
に
家
賃
３
カ
月
分
に
相
当
す

る
敷
金
を
納
入
で
き
る
こ
と

入
居
予
定
／
７
月
中
旬
～

募
集
期
間
／
５
月
１
日
（
金
）
～
15
日
（
金
）

抽
選
会
・
入
居
説
明
会
／
対
象
者
に
通
知

提
出
書
類
／
次
の
書
類
を
用
地
管
理
課
ま
た

は
土
肥
支
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
入
居
申
込
書

②
入
居
者
全
員
の
住
民
票

③
入
居
者
全
員
（
学
生
以
外
）
の
所
得
課

税
証
明
（
所
得
証
明
書
の
な
い
人
は
非
課

税
証
明
書
）

④
納
税
証
明
書

⑤
障
害
者
手
帳
の
写
し
（
障
が
い
者
の
み
）

問
合
せ
／
用
地
管
理
課
☎
（
83
）
５
２
０
４

学
校
支
援
地
域
本
部

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

伊
豆
市
の
小
・
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

内
容
／
図
書
館
整
備
、
読
み
聞
か
せ
、
施
設

環
境
・
校
地
整
備
、
交
通
安
全
指
導
、
授

業
補
助
、
学
習
支
援
な
ど

※
活
動
の
内
容
が
学
校
に
よ
り
異
な
る
た
め
、

学
校
の
要
請
に
応
じ
て
調
整
し
ま
す
。

そ
の
他
／

〇
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
原
則
無
償
で

す
。
謝
礼
金
や
交
通
費
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〇
登
録
が
あ
っ
た
人
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に

加
入
し
ま
す
（
加
入
費
本
部
負
担
）。

〇
特
別
な
免
許
や
資
格
な
ど
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

申
込
み
／
５
月
22
日
（
金
）
ま
で
に
氏
名
、

住
所
、
連
絡
先
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
６

い
ず
っ
こ
サ
ポ
ー
タ
ー

青
少
年
指
導
者
養
成
講
座
（
初
級
・
中
級
）

　

小
学
生
を
対
象
と
す
る『
ふ
る
さ
と
学
級
』

や
、
子
ど
も
会
な
ど
の
講
座
の
企
画
、
運
営

に
携
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
タ
―
を
養
成

す
る
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

　

一
定
の
講
習
時
間
、
条
件
を
満
た
す
と
静

岡
県
『
初
級
』『
中
級
』
青
少
年
指
導
者
の

資
格
が
認
定
さ
れ
ま
す
。

内
容
／
月
１
～
２
回
程
度
の
講
座
受
講

（
６
月
～
平
成
28
年
２
月
ま
で
全
14
回
予
定
）

※
詳
細
は
説
明
会
で
お
伝
え
し
ま
す
。

■
説
明
講
習
会

と
き
／
５
月
30
日
（
土
）
14
時
～
15
時
30
分

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ
ほ
か

対
象
／

市
民
（
中
高
生
～
49
歳
ま
で
30
人
程
度
）

講
師
／
童
親
会　

大
西 

国
明
さ
ん

（
静
岡
県
青
少
年
団
体
上
級
指
導
者
）

参
加
費
（
保
険
代
）
／

〇
高
校
生
以
上
１
８
５
０
円

〇
中
学
生
８
０
０
円

申
込
期
限
／
５
月
22
日
（
金
）

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
６

伊
豆
市
文
化
協
会
芸
能
祭

　

新
緑
の
中
、
歌
や
ダ
ン
ス
、
バ
ン
ド
演
奏
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま

す
。
入
場
無
料
で
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と
き
／
５
月
23
日
（
土
）
９
時
30
分
～
16
時

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

主
催
／
伊
豆
市
文
化
協
会

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
８

募

　
　集

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

▲萬城の滝で行なわれた昨年の芸能祭▲子どもたちに指導するスポーツ推進委員



お知らせ

編
集
後
記

伊豆市の人口
（平成27年4月1日現在）

　　男：15,599人（－98）

　　女：17,079人（－59）

　　計：32,678人（－157）

世帯数：13,369世帯（－25）

※（　）内は前月比

　シカ肉は、脂肪分やコレステロールが少ない上、牛肉・豚肉よりもた
んぱく質が多いため筋肉増強やダイエットに最適です。なおかつ現代
人（特に女性）に不足しているといわれる鉄分も豊富に含まれてお
り、健康食として優れた食材です。また、アレルゲンが少なく、ほかの
肉にアレルギーがある人でも食べられると好評です。
　シカ肉は、元々ヨーロッパで高級食材として扱われていて、スウェー
デンのストックホルムで開催されるノーベル賞の晩餐会では、メーン
ディッシュにシカ肉が使われてい
ます。そんなシカ肉が、伊豆市で
は精肉店などで簡単に手に入り
ます。ぜひ、ご賞味ください。
　次回は、イノシシ肉について紹
介します。

　シカ肉は、脂肪分やコレステロールが少ない上、牛肉・豚肉よりもた
んぱく質が多いため筋肉増強やダイエットに最適です。なおかつ現代
人（特に女性）に不足しているといわれる鉄分も豊富に含まれてお
り、健康食として優れた食材です。また、アレルゲンが少なく、ほかの
肉にアレルギーがある人でも食べられると好評です。
　シカ肉は、元々ヨーロッパで高級食材として扱われていて、スウェー
デンのストックホルムで開催されるノーベル賞の晩餐会では、メーン
ディッシュにシカ肉が使われてい
ます。そんなシカ肉が、伊豆市で
は精肉店などで簡単に手に入り
ます。ぜひ、ご賞味ください。
　次回は、イノシシ肉について紹
介します。問合せ／農林水産課☎（72）9895

（平成27年3月末現在）

シカ・イノシシの搬入頭数

◉シカ肉の魅力

■
自
転
車
の
ま
ち
、伊
豆
市

　『
サ
イ
ク
ル
メ
ッ
カ
伊
豆
』と
い
う
言
葉

を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。伊
豆
市
に
は
、競
輪
選
手
を
育
成
す
る

『
日
本
競
輪
学
校
』
や
自
転
車
の
テ
ー
マ

パ
ー
ク
で
あ
る
『
日
本
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
』が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
平
成
23
年
に
開
館
し
た
『
伊
豆
ベ

ロ
ド
ロ
ー
ム
』に
は
、２
５
０
ｍ
の
木
製
板

張
り
ト
ラ
ッ
ク
が
あ
り
、
世
界
標
準
の
施

設
で
す
。平
成
28
年
に
は
、『
ア
ジ
ア
自
転

車
選
手
権
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。こ
れ
は
、

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
参
加
資
格
獲

得
に
向
け
た
重
要
な
大
会
で
す
。今
か
ら

楽
し
み
で
す
ね
。

■
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
も
豊
富

　
５
月
23
日
（
土
）
に
は
、『
第
18
回
ツ

ア
ー
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
伊
豆
ス
テ
ー
ジ
』

が
開
催
さ
れ
ま
す（
詳
細
は
、右
ペ
ー
ジ
を

参
照
）。ほ
か
に
も
、毎
年『
伊
豆
半
島
１
周

サ
イ
ク
リ
ン
グ
』な
ど
の
自
転
車
の
大
会
・

イ
ベ
ン
ト
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
は
、
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
愛
好
家

が
訪
れ
、
起
伏
に
富
ん
だ
市
内
の
コ
ー
ス

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

■
手
軽
に
楽
し
め
る
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

　
狩
野
川
公
園
や
観
光
協
会
天
城
支
部
、

土
肥
支
部
な
ど
で
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を

行
な
っ
て
お
り
、
本
格
的
な
自
転
車
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
名
所
を
自
転
車
で

楽
し
め
る
マ
ッ
プ
を
配

布
し
て
い
ま
す
。自
転

車
を
走
ら
せ
て
伊
豆

市
を
楽
し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

自転車

サ
イ
ク
ル
メ
ッ
カ
伊
豆

サ
イ
ク
ル
メ
ッ
カ
伊
豆

ロードレースチーム
駿河モンテロッサの皆さん

29頭
(先月比－25頭）

シカ イノシシ
７頭

(先月比－2頭）

サイクルフェスティバル伊豆
２０１５

市では、今年も自転車の祭典『サイクルフェスティバル伊豆２０１５』を開催します。
当日は『第 18 回ツアー・オブ・ジャパン』も同時開催！自転車一色の一日をお楽しみください！！

問合せ／観光課☎（72）９９１１

と き ところ5 月23日（土）
9時～ 14時 30分

日本サイクルスポーツセンター
※当日は年に一度の入場無料の日です。

第 11回サイクルフェスティバル
　今回のサイクルフェスティバルは、自転車の最新モ
デル試乗体験会や、ベロドローム走行体験などのイベ
ントのほか、2020 年東京オリンピック・パラリンピック
の応援イベントとして開催します。
■自転車の魅力を満喫できる多彩なイベントがいっぱい！
① JAF 交通安全教室　②スポーツバイク試乗会
③記念講演会（要申し込み）
　北京オリンピックソフトボール金メダリスト
　馬渕 智子氏（10 時～ 10 時 30 分）
④ベロドローム体験走行
⑤ツアーオブジャパン観戦＆バーベキュー（要申し込
　み・有料）　⑥周辺観光施設の観光物産コーナー
申込み・問合せ／観光課☎（72）９９１１

第 18回ツアー・オブ・ジャパン伊豆ステージ
　５月 17 日（日）の大阪堺ステージを皮切りに、７日
間の熱いレースが繰り広げられます。
　伊豆ステージでは、サイクルスポーツセンター特設
コース（12.２㎞× 10 周の周回コース） でレースを
展開します。大会全体の総合順位を決定付ける大事

なレースとなり、手に汗握る熱戦が期待されます。
　今大会も、柳瀬出身の野寺秀徳監督率いる『シマ
ノレーシング』が出場します。皆さんの応援をよろし
くお願いします。
■交通規制にご協力ください（一般車両・歩行者）
　下図のとおり市道をコースとして使用するため、市
道の一部を全面通行止めにします。
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▼
伊
豆
市
消
防
団
に
新
た
に
女
性
消
防
隊

が
発
足
し
ま
し
た
！
先
日
の
入
退
団
式
で
お

披
露
目
さ
れ
た
彼
女
た
ち
は
、
初
々
し
く
入

団
の
誓
い
を
述
べ
た
り
、
男
性
団
員
と
一
緒

に
規
律
訓
練
に
参
加
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

主
な
活
動
と
し
て
火
災
時
の
後
方
支
援
、
救

命
講
習
や
啓
発
活
動
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

　

私
も
す
っ
か
り
『
ア
ラ
フ
ォ
ー
』
の
現
役

消
防
団
員
で
す
が
、
初
心
を
思
い
出
し
消
防

団
活
動
を
頑
張
り
た
い
で
す
！

▽
4
月
11
日（
土
）・
12
日（
日
）に
、
小
土

肥
の
特
設
会
場
で
『
菜
の
花
舞
台
』
が
開

催
さ
れ
、
取
材
に
行
き
ま
し
た
。
今
年
の

菜
の
花
は
例
年
に
も
増
し
て
満
開
！
お
話

を
聞
く
と
種
を
変
え
た
そ
う
で
す
。
満
開

の
菜
の
花
で
囲
ま
れ
た
舞
台
で
は
、
地
元

の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
太
鼓
の
演
奏
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
満
を
持
し
て
橋

爪
功
さ
ん
が
登
場
！
ま
さ
か
の
女
装
姿
に

会
場
は
笑
い
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
西 木

伊豆総合
高等学校

入場ゲート

大駐車場

◀大仁
田原野GS

伊東▶

伊豆スカイ　
ライン▶

サイクル
スポーツセンター
サイクル

スポーツセンター

大野神社

通
行止

め区
間

通
行止

め区
間

↓

↓
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食育
 ひとくち
食育
 ひとくち

毎月19日は
食育の日memomemo

…伊豆市食育推進会議…

試してクッキング！試してクッキング！

メニュー提供／伊豆市健康づくり食生活推進協議会メニュー提供／伊豆市健康づくり食生活推進協議会

＊『だし』のうまみが決め手＊

～『だし』を使った基本の料理～～『だし』を使った基本の料理～

彩りだし巻き卵彩りだし巻き卵

1人分
栄養価

◇エネルギー…１５２kcal　◇タンパク質…11.0g
◇脂質…7.8g  ◇食塩…1.0g

　今回の料理は、『だし』のうまみのきいた薄味の『だし巻き卵」
です。だし巻き卵は、どの年齢層にも好まれ、冷めてもおいしいの
で、日常のお総菜のほか、お弁当の彩りに、酒のさかなにも適して
います。具材を変えて味や彩りのバリエーションを楽しんでくださ
い。初めて作る人は、だし汁を少なめにすると作りやすいです。

伊豆市食育推進会議

広報いずは、
古紙パルプ配合の再生紙を使用しています。

材　料　（4人分）　 作　り　方

①調味料を加えただし汁と卵
をなるべく泡を立てずに切
るように混ぜる。
②中火でよく熱し油をなじま
せた卵焼き器に玉じゃくし1
杯分を流して広げる。
③半熟程度になったらカニ足と
水気を絞ったホウレンソウを
のせ、芯にして巻く。
④油を引いて巻いた卵を奥に
寄せ、玉じゃくし1杯分の卵
液を入れ、卵焼きの下に菜箸
を入れて持ち上げ、卵液を流
し込み、巻くのを繰り返す。
⑤熱いうちに巻きすで形を整
える。切り分けて、ダイコン
おろしを添える。

◆卵……………………6個
◆だし汁………５０～１００ｃｃ
◆ホウレンソウ………1株
◆カニ足………………3本
◆薄口しょうゆ……小さじ２　
◆みりん…………大さじ１
◆砂糖……………大さじ１
◆ダイコン…………5～6㎝
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＊健康支援課＊

3 歳児健診でむし歯が
ゼロだったお子さんを紹介します。

＊健康支援課＊

3 歳児健診でむし歯が
ゼロだったお子さんを紹介します。鈴木 美月ちゃん

　   すずき    みづき

（牧之郷）

白井 菜穂ちゃん       しらい   な  ほ　　

（修善寺
）

内田 一聖ちゃん

　   うちだ  いっせい　　

（月ケ瀬）

堀岡 翔馬ちゃん

      ほりおか しょうま

（湯ケ島）

木村 謙心ちゃん
        きむら  けんしん　　　

（牧之郷）

今杉 愛瑠ちゃん

　   いますぎ あいる　

（佐野）

平井 宏弥ちゃん

       ひらい　ひろや

（原保）

山下 実希ちゃん

      やました  みつき　　

（佐野）

三田 陽都ちゃん

　    み   た    はると  

（柏久保）

柴﨑 結ちゃん
        しばざき  ゆう　

（下白岩
）
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